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                                                              第３９号 

   ＣＳだより   はいちゅう             

                                                         令和６年６月発行 
 

榛原中”ドリームフロンティア
” ～ テーマ「仕事と価値創造」～ 

  ６月５日（水）３年生の総合的な学習の時間（ＤＦ：ドリームフロンティア）
では「仕事と価値創造」をテーマに学習をしています。牧之原市未来プロジェ
クトとして、グループで考えた構想（案）を、地域の有識者や市役所の担当課
職員にアドバイスをいただきながら完成をさせていきます。実現できたら凄
い！というものがたくさんあり、地域の方も大変驚いていました。 

 何と、１８名もアドバイスに来てくださいました。 
 
      ＊グループ案を一部紹介します 
 
静波海岸の観光振興策 

 
  お茶の振興策 

 
    学校の利活用 

 
   空港の振興策 

 
ＳＮＳを使ったフォ
ットコンテスト 
 
静波海岸にドッグラ
ンを作りたい 
 
人魚イベントがした
い 
 
オリジナルいかだで
どこまで行けるか 
 

 
茶殻を再利用したパ
ンフレットを作る 
 
「大地の茶の間」に負
けない喫茶店を 
 
体験型お茶スイーツ
づくりイベント 
 
お茶碗蒸しを流行ら
せたい 
 

 
「変な施設」～あなた
はこの施設の異常さ
がわかりますか～ 
（迷路） 
 
みんなで給食を食べ
たい 
 
大人の文化祭を開き
たい 
 
 

 
空港を使って特産物
イ 
ベントを開きたい 
 
榛原中生の力で空港
コンサートを開きた
い 
 
空港でお茶の魅力を
伝えたい 
 
 

 

    外部講師   （敬称略） 

  □やすらぎ工房：中川佐知子・□須藤康則・□板倉純子   
 □富士山静岡空港管理事務所：永田さおり 

  □牧之原市役所：企画政策課・商工企業課・お茶特産課・観光 
  課：職員  □市議会議員：加藤彰・石山和生 
 

 
   講師がグループの発表を聞きアドバイスをします。修正された案を７月１０日に発表します。 
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   第１ 回英語検定が行われました 

 
    ５月３１日（金）午後４時１０分から 
    第 1 回英語検定が行われました。 
            
             受験者  ４級 １１人 
              ３級 １５人                
                   準２級   ３人 

 

       ＜監督者＞ （敬称略）  

 

筆記とリスニング試験が行われました         横田多門・山﨑泰・米田敦子 
    

 第 2回地域学校協働活動推進委員研修会及び第 1回学
校運営協議会委員研修会が相良史料館で開かれました 

  （コミュニティ・スクールデレクターと学校運営協議会委員の合同研修会） 
 
  6 月 11 日（火）午後 2 時から相良史料館において CSD と学校運営協議会委員との合
同研修会が開かれました。グループワーク１で「制服のあり方に関する協議」、２で「自
校・自分の地域を自慢しよう」を 8つの混成グループで熟議が交わされました。 
 

  ＜制服のあり方検討の目的＞ 
○時代の変化に伴い、価値観の多様性や経済性の観点から、現行の制服を迅速に見直 
す必要性が生まれてきた。 
○「制服のデザイン」を考える前に「制服のあり方検討委員会（仮）」を設置し、市内 
中学校（相良中・牧之原中・榛原中）における制服のあり方を検討していく。 
  ＜検討の進め方＞ 
○制服の必要性から検討 
  ＊たくさんの意見を吸い上げてから検討 
  ①ワークショップ（生徒指導の先生・養護教諭の先生・市P連のみなさん・学校 
           運営協議会・未就学児の保護者・児童生徒会役員） 
    ②アンケート    （児童生徒・教職員・保護者・未就学児の保護者・地域） 
○制服のあり方検討委員会（仮）   

 
 制服必要 → 制服デザイン検討委員会 
 制服不要 → 自由化に向けたルールづく  

 

 
 グループワーク１では    制服がある。メリット・デメリット   について 
                      制服がない。メリット・デメリット   について 
＊グループ毎、結論を出し合いました。（多画的、多面的に考察協議し結論を導き出す 
  ・「制服は必要」である・「制服は不要」と両論が出されました。 
 グループワーク２では     各校・各地域の特色ある取り組みが参考になりました。 
 

         

       ６ ・７ ・８ 組で「べにはるか」を植え
ました 
 
 御前崎市の齋藤剛様からと芋の苗を提供いただ 
き、肥料袋に培養土を入れた、栽培方法の指導を 
してくださいました。 

                   秋の収穫まで水やりや管理を自分たちで行いま 
                                    す。9月末の収穫が楽しみです。 


